
(57)【要約】

【課題】　聴覚障害者、特に聾者（完全に聴こえない人

）以外の伝音難聴者、感音難聴者において、その音によ

る情報をより有用に活用させることを目的とする。

【解決手段】　音による情報を各ユーザが聞取りやすい

周波数、話速度、音の大きさなど、最適なレベルに変換

可能とし、ユーザは設定した音レベルで音情報を得られ

るようにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 音 に よ る 情 報 提 供 可 能 な 周 辺 機 器 装 置 に お い て 、 音 の 発 信 方 法 を 変 更 す る 手 段 と 、 変 更
し た 方 法 を 設 定 す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 周 辺 機 器 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 信 方 法 に お い て 、 音 の 周 波 数 を 変 更 で き る 手 段 と 、 変 更 し た 周 波 数 を
設 定 で き る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 周 辺 機 器 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 信 方 法 に お い て 、 音 の 強 さ を 変 更 で き る 手 段 と 、 変 更 し た 音 の 強 さ を
設 定 で き る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 周 辺 機 器 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 信 方 法 に お い て 、 音 の 速 度 を 変 更 で き る 手 段 と 、 変 更 し た 音 の 速 度 を
設 定 で き る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 周 辺 機 器 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 信 方 法 に お い て 、 前 記 請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 機 能 を
組 み 合 わ せ る 手 段 と 、
　 ユ ー ザ 毎 に 組 み 合 わ せ 設 定 可 能 な 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 周 辺 機 器 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 発 信 方 法 を 備 え た 周 辺 機 器 に お い て 、 周 辺 機 器
が ユ ー ザ 認 証 機 能 を 有 し 、 あ ら か じ め 請 求 項 ２ ～ 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 手 段 で 設 定
さ れ た 発 信 方 法 を ユ ー ザ 認 証 後 に 設 定 し 音 情 報 を 提 供 可 能 な 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す
る 周 辺 機 器 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 音 に よ る 情 報 を ユ ー ザ に 提 供 可 能 な 周 辺 機 器 装 置 に お い て 、 ユ ー ザ 毎 に 最 適
な 音 レ ベ ル で 音 に よ る 情 報 を 提 供 す る た め に 好 適 な 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 画 像 形 成 装 置 、 や プ リ ン タ 装 置 な ど 、 音 声 ガ イ ド 、 警 告 音 な ど 、 音 に よ っ て ユ ー ザ に 何
ら か の 情 報 を 提 供 す る 機 能 が 一 般 的 に あ る 。 し か し 、 聴 覚 障 害 者 に と っ て 、 上 記 の よ う な
音 に よ る 情 報 提 供 機 能 は 有 効 な も の で は な く 、 光 の 点 滅 な ど 、 他 の 手 段 に よ り 情 報 を 得 て
周 辺 機 器 装 置 を 利 用 せ ざ る を 得 な く な っ て い る 。 ま た 、 一 言 で 聴 覚 障 害 者 と い っ て も 、 す
べ て の 人 が 聾 者 (ま っ た く 聞 こ え な い 人 )な わ け で は な く 、 伝 音 難 聴 者 、 感 音 難 聴 者 な ど 、
あ る レ ベ ル の 音 は 聞 き 取 る こ と が 可 能 な 聴 覚 障 害 者 の 場 合 も あ り 、 そ の 中 で も 強 度 、 軽 度
の 難 聴 者 と 様 々 で あ る 。 そ の よ う な 難 聴 者 に と っ て 、 音 情 報 は ま っ た く 無 の 情 報 で は な い
が 、 有 効 に 活 用 可 能 な 音 情 報 を 提 供 で き る 周 辺 機 器 装 置 が な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 別 の 従 来 例 と し て は 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ を あ げ る こ と が 出 来 る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 05-300595号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2000-196388号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ま で の 周 辺 機 器 装 置 が 提 供 し て い た 音 情 報 は 一 定 の 音 レ ベ ル で あ り 、 せ い ぜ い 音 量
調 整 を 可 能 と す る 程 度 で あ っ た 。 し か し な が ら 、 様 々 な 強 、 軽 度 の 差 異 あ る 難 聴 者 に と っ
て 音 量 調 整 だ け で は 聞 き 取 り 、 音 の 種 類 の 判 別 に 限 界 が あ る 。 ま た あ ら か じ め デ ジ タ ル 補
聴 器 な ど を 身 に つ け 、 生 活 音 を 調 整 し 、 聞 い て い る 難 聴 者 に と っ て も 、 す べ て の 生 活 音 が
同 じ レ ベ ル で は な く 、 人 の 声 で あ っ て も 、 低 い 声 、 高 い 声 、 こ も っ た 声 、 す ん だ 声 な ど 、
様 々 な 音 レ ベ ル に 補 聴 器 が 対 応 可 能 な わ け で な い 。 あ る レ ベ ル (種 類 )の 音 は 聞 こ え 辛 い な
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ど 、 補 聴 器 だ け で す べ て を カ バ ー で き な い 。 よ っ て 、 周 辺 機 器 か ら 発 信 さ れ る 音 情 報 も 補
聴 器 に よ り 最 適 な 状 態 に 変 換 さ れ る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 解 決 の た め な さ れ た も の で あ り 、 周 辺 機 器 を 利 用 す る ユ ー ザ が 健 常 者
で あ っ て も 難 聴 者 で あ っ て も 、 ユ ー ザ 毎 に 最 適 な 音 レ ベ ル 設 定 を 可 能 と す る こ と で 、 全 ユ
ー ザ に 有 効 な 音 情 報 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る 音 変 換 モ ー ド は 以 下 の 構 成 を 備 え る 。 す な わ ち
、
　 音 に よ る 情 報 提 供 可 能 な 周 辺 機 器 装 置 に お い て 、 音 の 発 信 方 法 を 変 更 す る 手 段 と 、 変 更
し た 方 法 を 設 定 す る 手 段 と 、
　 発 信 方 法 に お い て 、 音 の 周 波 数 を 変 更 で き る 手 段 と 、 変 更 し た 周 波 数 を 設 定 で き る 手 段
と 、 音 の 強 さ を 変 更 で き る 手 段 と 、 変 更 し た 音 の 強 さ を 設 定 で き る 手 段 と 、
　 音 の 速 度 を 変 更 で き る 手 段 と 、 変 更 し た 音 の 速 度 を 設 定 で き る 手 段 と 、
　 前 記 設 定 可 能 な 手 段 を 組 み 合 わ せ て 設 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 手 段 を ユ ー ザ 毎 に 組 み 合 わ せ 設 定 可 能 な 手 段 と 、
　 周 辺 機 器 が ユ ー ザ 認 証 機 能 を 有 し 、 あ ら か じ め 前 記 手 段 で 設 定 さ れ た 発 信 方 法 を ユ ー ザ
認 証 後 に 設 定 し 音 情 報 を 提 供 可 能 な 手 段 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 音 の 種 類 (レ ベ ル )に よ っ て 、 音 を 聞 き 取 れ な い
難 聴 者 が 周 辺 機 器 を 利 用 し 、 音 情 報 を 活 用 す る 場 合 で あ っ て も 、 各 ユ ー ザ 毎 に 音 レ ベ ル を
設 定 可 能 と す る こ と に よ り 、 周 辺 機 器 よ り ユ ー ザ に と っ て 有 効 な 音 情 報 を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 音 変 換 モ ー ド 設 定 方 法 は 、 以 下 に 詳 述 す る よ う に 、 プ リ ン タ 、 画 像 形 成 装
置 な ど 、 音 に よ る 機 器 の 情 報 提 供 が 可 能 な 周 辺 機 器 装 置 に お い て 設 定 可 能 な 機 能 で あ り 、
機 器 を 利 用 す る 際 、 各 ユ ー ザ が あ ら か じ め 聞 き 取 り や す い 音 レ ベ ル に 変 更 、 設 定 し て お く
こ と に よ っ て 、 快 適 に 周 辺 機 器 の 音 情 報 を 活 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 音 レ ベ ル の 変 更 方 法 と し て 、 ユ ー ザ が 自 由 に 設 定 で き る 各 周 波 数 範 囲 に お い て 、 適 切 な
音 の 大 き さ と 話 速 度 を (音 声 ガ イ ド 等 、 話 の 速 度 が 伴 う 音 情 報 に 関 す る も の )設 定 を 可 能 と
す る 。 但 し 、 通 常 の 音 情 報 に お け る 音 レ ベ ル を デ フ ォ ル ト 設 定 と し 、 機 器 か ら の 音 情 報 を
不 便 な く 聞 取 る こ と が で き る ユ ー ザ は 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 す る 必 要 は な く 、 そ の 場 合 、 デ
フ ォ ル ト 状 態 の 音 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 周 辺 機 器 が 認 証 機 能 を 備 え て お り 、 ユ ー ザ の 氏 名 、 パ ス ワ ー ド と と も に 、 設 定 し
た 音 変 換 モ ー ド 設 定 値 も 保 持 す る こ と で 、 機 器 を 利 用 す る ユ ー ザ の 認 証 と 同 時 に 、 音 変 換
モ ー ド の 設 定 を 切 り 変 え て ユ ー ザ に 機 器 使 用 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 音 変 換 モ ー ド 設 定 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成
図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 画 像 形 成 装 置 A1は 、 Ｃ Ｐ Ｕ A2、 操 作 パ ネ ル A3、 メ モ リ A4、
デ ィ ス ク A6、 画 像 形 成 装 置 A1を ネ ッ ト ワ ー ク と つ な ぐ た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス A5、 音 情 報
を 提 供 す る ス ピ ー カ ー A11を 備 え る 。 操 作 パ ネ ル A3に は イ ヤ ホ ン ジ ャ ッ ク A3aを 備 え 、 ス ピ
ー カ ー A11か ら で な く 、 イ ヤ ホ ン ジ ャ ッ ク A3aを 用 い て 音 情 報 を 提 供 す る こ と も 可 能 で あ る
。 デ ィ ス ク A6は 、 ロ グ イ ン プ ロ グ ラ ム A7、 音 変 換 モ ー ド 設 定 部 A8、 音 情 報 保 存 部 A9、 File

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-235049 A 2006.9.7



格 納 部 A10を 備 え る 。 音 変 換 モ ー ド 設 定 部 A8に お い て 、 ユ ー ザ が 音 レ ベ ル を 調 整 し た い 周
波 数 の 範 囲 、 そ れ に 対 す る 音 の 大 き さ 、 話 速 度 等 の 音 に 関 す る レ ベ ル を 音 レ ベ ル 変 更 部 A8
bで 変 更 し 、 音 レ ベ ル 設 定 部 A8aに て 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 File格 納 部 A10に 保 持 さ れ た 認 証 用 DataFileA10ａ を 参 照 す る こ と に よ り 、 画 像 形 成 装 置
A1の 認 証 機 能 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ユ ー ザ が 音 レ ベ ル 設 定 部 A8aで ひ と つ 以 上 の 音 レ ベ ル 設 定 を し た 場 合 、 音 変 換 モ ー ド 設
定 部 A8に お い て 音 変 換 モ ー ド と し て 設 定 す る 。 よ っ て 、 ユ ー ザ が ロ グ イ ン す る と File格 納
部 A10に あ る 認 証 用 DataFile　 A10aと ロ グ イ ン プ ロ グ ラ ム A7に よ っ て ユ ー ザ 認 証 を し 、 音
変 換 モ ー ド 設 定 部 A8に 設 定 し た モ ー ド で 、 音 情 報 部 A9に あ る 音 情 報 を ス ピ ー カ ー A11を 通
し て ユ ー ザ に 提 供 を す る 機 能 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 30歳 代 の 健 常 者 B1と 難 聴 者 A(B2)の 聴 力 変 化 を 示 し た 図 で あ る 。 30歳 代 (健 常 者 )B
1は 聴 覚 検 査 法 　 第 2版 に お い て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 縦 軸 の 聴 力 レ ベ ル [dB]か ら 、 健 常 者 、 難 聴 者 と そ の 聴 こ え の 目 安 を 示 す と 、
　 　 ０ ～ ３ ０ デ シ ベ ル ： 正 常 ： 普 通 の 人 が 聴 こ え る 範 囲 で 、 さ さ や き 声 な ど も 聞 け る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 ３ ０ ～ ５ ０ デ シ ベ ル ： 軽 度 ： さ さ や き 声 が 聞 こ え ず 、 2度 聞 き し た り 、 聞 き 間 違 え る
こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 ５ ０ ～ ７ ０ デ シ ベ ル ： 中 度 ： 大 き な 声 で な け れ ば 、 聞 き 取 れ な い 、 電 話 の 会 話 が 不 自
由 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 ７ ０ ～ ９ ０ デ シ ベ ル ： 高 度 ： 耳 元 で の 大 声 で な け れ ば 聞 き 取 れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 ９ ０ デ シ ベ ル 以 上 ： 強 度 ： 電 話 の ベ ル が 聞 こ え な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 周 波 数 の 目 安 と し て は 、
　 　 ２ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ ヘ ル ツ ： 人 間 の 会 話 域
　 　 ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ヘ ル ツ ： 主 要 言 語 周 波 数 域
　 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 今 、 主 要 言 語 周 波 数 域 だ け に 注 目 し て 、 図 ２ を 見 て み て も 、 難 聴 者 A(B2)は 健 常 者 に 比
べ て 、 周 波 数 域 　 約 ５ ０ ０ ～ ７ ５ ０ [Hz]に お い て 、 約 ５ [dB]聴 力 レ ベ ル が 劣 り 、 周 波 数 域
　 約 １ ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ [Hz]に お い て 、 約 15[dB]聴 力 レ ベ ル が 劣 る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の 音 変 換 モ ー ド の 設 定 (後 に 図 ４ で 示 す )に よ り 、 健 常 者 よ り 劣 っ て い る
周 波 数 域 に 関 す る 音 レ ベ ル を 設 定 す る (後 に 図 ５ で 示 す )こ と で 、 調 整 後 の 機 器 か ら の 音 情
報 を 得 る こ と が 可 能 と な り 、 音 情 報 を 有 効 に 活 用 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 機 器 が 使 用 を 許 可 し て い る ユ ー ザ を 登 録 し た 認 証 用 DataFileの デ ー タ 構 成 例 を
示 す 図 で あ る 。 認 証 用 DataFileは User ID(C1)、 User Name(C2)、 User Password(C3)、 Ton
e(C4)な ど を 含 む 。 も ち ろ ん こ れ ら 以 外 の ユ ー ザ 情 報 な ど を 共 に 保 持 し て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 User ID(C1)は 登 録 し て い る ユ ー ザ に 一 意 に 割 り 当 て ら れ た 番 号 を 示 す 。 な お 、 User ID
(C1)の 最 大 値 は 機 器 利 用 を 許 可 さ れ る ユ ー ザ の 登 録 可 能 人 数 を 示 し て い る 。 図 ３ の 場 合 は
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、 User ID=100と な っ て お り 、 最 大 100名 の ユ ー ザ が 利 用 登 録 可 能 で あ る こ と 示 す 。 User N
ame(C2)は 各 ユ ー ザ の ユ ー ザ 名 （ User Name） を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 User Password(C3)は 各 ユ ー ザ の パ ス ワ ー ド で あ り 、 ユ ー ザ は ロ グ イ ン 時 に User Name(C
2)と User Password(C3)に 登 録 さ れ た ユ ー ザ 名 及 び パ ス ワ ー ド を 入 力 し 、 こ れ ら が 一 致 し
た と き 、 当 該 画 像 形 成 装 置 に ロ グ イ ン 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Tone(C4)は ユ ー ザ が 音 変 換 モ ー ド 設 定 し て い る か 否 か を 示 し て い る 。 C5お よ び 、 C7の よ
う に Tone=0の 場 合 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 な し 、 C6の よ う に Tone=１ の 場 合 、 音 変 換 モ ー ド 設
定 有 り を 意 味 す る 。 よ っ て 図 ３ に お い て 、 UerID＝ ２ の ユ ー ザ SATOUは Tone=1の た め 、 音 変
換 モ ー ド を 設 定 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ロ グ イ ン 操 作 は 、 ユ ー ザ が 図 １ の 操 作 部 A3に お い て User Name(B2)と UserPasswor
d(B3)を 入 力 す る も の や 、 ユ ー ザ が ユ ー ザ 情 報 を 保 持 す る IDカ ー ド な ど を 持 ち 、 画 像 形 成
装 置 に 近 づ く と 認 証 が 行 わ れ る と 言 っ た よ う な 非 接 触 型 の ユ ー ザ 認 証 方 法 な ど 、 ユ ー ザ 認
証 が 可 能 で あ れ ば い ず れ の 方 法 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ に お い て 、 Tone=1と な っ て い る ユ ー ザ が 画 像 形 成 装 置 か ら 音 情 報 を 得 る 場
合 の 音 変 換 モ ー ド 設 定 No.を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 UserID(D1)は 図 ３ で 示 し た よ う に 、 画 像 形 成 装 置 に ユ ー ザ 登 録 し て い る 一 意 な 値 を 示 す
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 音 変 換 モ ー ド 設 定 No.(D2)は 、 図 ５ で 後 述 す る よ う に ユ ー ザ が 画 像 形 成 装 置 か ら 得 る 音
情 報 の 音 レ ベ ル を 複 数 の 周 波 数 範 囲 で 変 更 し 、 設 定 し た Ｎ ｏ ． を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ の ユ ー ザ (Ｄ 1)が 画 像 形 成 装 置 を 利 用 す る 際 は 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 Ｎ ｏ ． (Ｄ 2)に 設
定 さ れ た モ ー ド に 従 っ て 、 画 像 形 成 装 置 は 音 情 報 を ユ ー ザ に 提 供 す る 。 (後 述 )
　 音 変 換 モ ー ド 設 定 を 行 っ た ユ ー ザ が 、 ど の 周 波 数 範 囲 で ど の よ う に 音 を 変 更 す る か を 示
し た 音 変 換 モ ー ド 設 定 表 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 は 設 定 Ｎ ｏ .(E1)、 周 波 数 範 囲 [Hz](E2)、 音 の 大 き さ [dB](E3)、 話 速 度 E4で 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 設 定 No.(E1)は ユ ー ザ が 設 定 し た 1つ 以 上 の 音 レ ベ ル 情 報 を １ つ に 設 定 し た 音 変 換 モ ー ド
に 一 意 割 り 当 て ら れ た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ユ ー ザ の 音 レ ベ ル 設 定 は 周 波 数 範 囲 [Hz](E2)に 対 し て 、 音 の 大 き さ (E3)と 話 速 度 (E4)を
設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 話 速 度 (E4)と は 音 情 報 の 中 で も 、 警 告 音 の よ う な 発 信 音 で は
な く 、 音 声 ガ イ ダ ン ス な ど 、 話 者 に よ る 音 情 報 の 話 す 速 度 を 調 整 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 、 図 ２ で 示 す 難 聴 者 A(B2)が 図 ３ で 示 す UserID=2の SATOUだ と す る と 、 図 ３ よ り 、
ユ ー ザ SATOUは Tone=1、 つ ま り 音 変 換 モ ー ド を 設 定 し て お り 、 図 ４ の D3よ り 、 音 変 換 モ ー
ド 設 定 No.1を 設 定 し て い る 。 図 ５ の E5よ り 音 変 換 モ ー ド 設 定 No.＝ １ は 、 以 下 の 音 レ ベ ル
に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ ． 周 波 数 範 囲 ５ ０ ０ ～ ７ ５ ０ 　 に お い て 、 音 の 大 き さ を ５ [dB]上 げ 、 話 速 度 1
　 ２ ． 周 波 数 範 囲 ７ ５ ０ ～ １ ５ ０ ０ に お い て 、 音 の 大 き さ を １ ０ [dB]上 げ 、 話 速 度 １
　 ３ ． 周 波 数 範 囲 １ ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ に お い て 、 音 の 大 き さ を １ ５ [dB]上 げ 、 話 速 度 １
　 よ っ て 、 ユ ー ザ SATOUが 画 像 形 成 装 置 に ロ グ イ ン し た 場 合 、 画 像 形 成 装 置 は 上 記 音 変 換
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モ ー ド に 設 定 を 変 更 し 、 音 情 報 を 発 信 す る 機 能 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 出 願 に お い て 、 １ つ の 設 定 No.に 設 定 可 能 な 音 レ ベ ル 情 報 の 数 は 無 制 限 と し た が 、 各
設 定 No.(E1)ご と に 設 定 可 能 な 情 報 数 を 決 め て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 周 波 数 範 囲 を テ ン キ ー に よ り 自 由 に 設 定 可 能 と し た が (後 述 )、 あ ら か じ め 決 め た
周 波 数 範 囲 だ け の 音 の 大 き さ や 話 速 度 を 決 め て も 構 わ な い し 、 周 波 数 の 範 囲 は テ ン キ ー で
は な く 、 他 の 方 法 に よ っ て 設 定 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 音 の 大 き さ E3は デ フ ォ ル ト か ら の 相 対 値 で も 、 絶 対 値 で も 構 わ な い 。
さ ら に 、 話 速 度 は テ ン キ ー に よ ら ず 他 の 方 法 に よ る 設 定 で も よ く 、 周 波 数 範 囲 ご と に 設 定
で も 、 設 定 No.ご と に 設 定 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 装 置 に よ る 音 変 換 モ ー ド 設 定 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。 な お 、 こ れ ら 一 連 の 処 理 に お け る 判 断 と 実 行 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 的 に は 画 像 形 成 装
置 A1内 部 の Ｃ Ｐ Ｕ A2に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の 画 像 形 成 装 置 A1は 、 イ ベ ン ト 駆 動 型 の プ ロ グ
ラ ム に 従 っ て 動 作 す る 。 す な わ ち 、 何 ら か の イ ベ ン ト が 発 生 す る と 、 そ の イ ベ ン ト を 解 析
し て 、 対 応 す る 処 理 を 実 行 す る 。 以 下 の 例 で は 、 画 像 形 成 装 置 A1に あ ら か じ め 音 変 換 モ ー
ド 設 定 し て い る ユ ー ザ が ロ グ イ ン し て き た と き 、 ロ グ イ ン 処 理 後 、 ユ ー ザ に 適 し た 音 変 換
モ ー ド 設 定 に 設 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 画 像 形 成 装 置 A1が 起 動 さ れ る と 、 ま ず ス テ ッ プ Ｓ １ で 、 ロ グ イ ン 画 面 を 表 示 す る 。 ユ ー
ザ は User Name 入 力 ボ ッ ク ス 及 び Password 入 力 ボ ッ ク ス に そ れ ぞ れ Use ID及 び Password
を 入 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 み 、 ユ ー ザ が 入 力 し た 情 報 （ 例 え ば User Name＝ SATOU、 Passwo
rd＝ ****） を 取 得 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 操 作 画 面 に よ る ロ グ イ ン
作 業 で は な く 、 ユ ー ザ が Ｉ Ｄ カ ー ド を 保 持 し て お り 、 そ こ か ら User Nameと Passwordを 取
得 す る な ど 、 ロ グ イ ン 情 報 の 取 得 方 法 は 他 の 方 法 で あ っ て も 問 題 な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 入 力 さ れ た User Nameと Passwordが 正 当 で あ る か ど う
か を 認 証 用 DataFileA10ａ よ り 判 断 す る 。 入 力 さ れ た User Nameと Passwordが 認 証 用 DataFi
leA10aに 登 録 さ れ た も の と 一 致 し な い 場 合 、 画 像 形 成 装 置 A1へ の 認 証 は 拒 否 と な り 、 再 び
ロ グ イ ン 初 期 画 面 を 表 示 す る 。 こ の と き 認 証 に 失 敗 し た 旨 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 入 力 さ れ た User Nameと Passwordに よ る 認 証 に 成 功 し た
場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ へ 進 み 、 認 証 用 DataFileA10aに 登 録 さ れ た Tone(音 変 換 モ ー ド の 設
定 有 無 の フ ラ グ )の フ ラ グ が 立 っ て い る 否 か を 判 断 す る 。 Tone=0,つ ま り 音 変 換 モ ー ド が 設
定 さ れ て い な い と 判 断 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 音 変 換 モ ー ド を デ フ ォ ル ト で 設 定
し て 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 Tone=1、 つ ま り 音 変 換 モ ー ド が 設 定 さ れ て い る と 判 断 し た 場 合
、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 み 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 No.に 従 っ て 音 変 換 モ ー ド を 設 定 し 、 終 了 す る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 画 像 形 成 装 置 A1に お い て 、 図 ５ に 示 す よ う な 、 音 変 換 モ ー ド に 1つ 以 上 の 音 レ ベ ル 情 報
を 新 規 設 定 す る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ に お い て 、 ユ ー ザ に 対 し て 画 像 形 成 装 置 の 各 種 設 定 を 選 択 可 能 な 設 定
画 面 (図 ９ -1)を 表 示 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ に お い て 、 ユ ー ザ が 選 択 し た 設 定 項 目 (I1)を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 、 取 得 し た 設 定 が “ 音 変 換 モ ー ド 設 定 ” か 否 か を 判 断 す る 。
こ こ で 設 定 値 が “ 音 変 換 モ ー ド 設 定 ” で な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ S214そ の 他 の 処 理 を 行 い
終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 、 取 得 し た 設 定 が “ 音 変 換 モ ー ド 設 定 ” で あ っ た 場 合 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ ４ に 進 み 、 音 変 換 モ ー ド ご と に 設 定 さ れ た 音 レ ベ ル 情 報 が わ か る 音 変 換 モ ー ド 一
覧 画 面 (図 １ ０ -1)を 表 示 す る 。 次 に 、
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て 、  “ 設 定 変 更 ” (図 １ ０ -1　 J5)の 値 を 取 得 し た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ２ １ ５ に 進 み 「 音 レ ベ ル 情 報 変 更 処 理 」 の 処 理 フ ロ ー に 移 り 、 図 ７ の 動 作 を 終 了 す
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て 、 “ 新 規 設 定 ” (図 １ ０ -1　 J4)値 を 取 得 し た 場 合 、
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ に お い て 、 “ 音 レ ベ ル 設 定 画 面 ” (図 １ １ )を 表 示 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０
７ へ 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ に お い て 、 “ 設 定 ” (図 １ １ 　 K5)の 値 を 取 得 し た ら 、
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ に お い て 、 取 得 し た 設 定 値 を 確 認 画 面 (図 １ １ )に 表 示 し 、 ス テ ッ プ Ｓ
２ ０ ９ へ 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ に お い て 、 “ 設 定 ” の 値 で な か っ た 場 合 (＝ キ ャ ン セ ル の 値 で あ っ た
場 合 )、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ に も ど り 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 (図 １ ０ － １ )を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ に お い て 、 “ 終 了 ” (図 １ ２ 　 L7)の 値 を 取 得 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
１ ０ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ で 取 得 し た 新 規 の 値 を 追 加 し 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 (図
１ ０ － １ )を 表 示 し 、 図 ７ の フ ロ ー を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ に お い て 取 得 し た 値 が 、 “ 終 了 ” で は な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ S２ １
０ に 進 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に お い て 、 取 得 し た 値 が “ 修 正 ” (図 １ ２ 　 L5)で あ っ た 場 合 、 音 レ ベ
ル 設 定 画 面 (図 １ １ )に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に お い て 、 取 得 し た 値 が “ 修 正 ” (図 １ ２ 　 L5)で な か っ た 場 合 、 ス テ
ッ プ S212に 進 む 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に お い て 、 取 得 し た 値 が 、 “ 他 の 範 囲 指 定 ” (図 １ ２ 　 L6)で あ っ た 場
合 、 取 得 し た 音 レ ベ ル 設 定 値 を 保 存 し 、 他 の 範 囲 入 力 用 に 音 レ ベ ル 設 定 画 面 (図 １ １ )を 表
示 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ に お い て 、 取 得 し た 値 が 、 “ 他 の 範 囲 指 定 ” (図 １ ２ 　 L6)で な か っ た
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ に 進 み 、 そ の 他 の 処 理 を 行 い 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ８ で は 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 に お い て 、 す で に 登 録 済 み の 音 変 換 モ ー ド 設 定 の 音 レ
ベ ル 設 定 情 報 に 変 更 を 加 え る 時 の フ ロ ー を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ に お い て 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に お い て 、 ユ ー ザ が 変 更 を 加 え る た め に 選 択 し た 「 設 定 Ｎ ｏ ． 」 と 「
設 定 変 更 」 の 値 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に お い て 、 音 レ ベ ル 設 定 画 面 に 、 取 得 し た 設 定 Ｎ ｏ ． の 1個 目 の 音 レ
ベ ル 情 報 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に お い て 、 音 レ ベ ル 設 定 値 と 「 設 定 」 の 値 を 取 得 し た 場 合 、
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ に お い て 、 音 レ ベ ル 設 定 確 認 画 面 を 表 示 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に お
い て 、 「 キ ャ ン セ ル 」 の 値 を 取 得 し た 場 合 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ の 音 レ ベ ル 設 定 画 面 に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ 「 終 了 」 の 値
を 取 得 し た 場 合 、
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ７ に お い て 、 最 初 に 取 得 し た 「 設 定 Ｎ ｏ ． 」 に お け る 音 レ ベ ル 情 報 値 を
上 書 き 保 存 し 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 を 表 示 し 、 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ 音 レ ベ ル 情 報 確 認 画 面 表 示 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ８ 「 修 正 」 値 を 取 得
し た 場 合 、 音 レ ベ ル 設 定 画 面 に ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ で 表 示 し て い た 値 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ 音 レ ベ ル 情 報 確 認 画 面 表 示 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ９ 「 他 の 範 囲 設 定 」
値 を 取 得 し た 場 合 、
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ 、 処 理 中 の 設 定 Ｎ ｏ ． に お い て 、 次 の 音 レ ベ ル 情 報 が あ る か 否 か を 判
断 す る 。 最 終 設 定 範 囲 で あ っ た 場 合 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ 、 処 理 中 の 設 定 Ｎ ｏ ． に お い て 、 次 の 音 レ ベ ル 情 報 が あ る 場 合 、 次 の
音 レ ベ ル 情 報 を 音 レ ベ ル 設 定 画 面 に 表 示 し 、 上 記 フ ロ ー に し た が っ て 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ９ に お い て 、 図 １ の 画 像 形 成 装 置 に お け る 操 作 画 面 Ａ ３ の 、 表 示 内 容 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ９ － １ は 、 コ ピ ー 時 の Ｕ Ｉ を 示 し 、 Ｉ １ が 、 本 特 許 の 「 音 変 換 モ ー ド 設 定 」 を 行 う た
め の ボ タ ン を 示 す 。 点 キ ー で あ る 、 Ｉ ２ に お い て 、 音 レ ベ ル 設 定 値 を 入 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ９ － ２ に お い て 、 ユ ー ザ が 「 音 変 換 モ ー ド 設 定 」 Ｉ １ を 選 択 し た 場 合 の 操 作 画 面 を 示
す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 例 で は 、 選 択 し た ボ タ ン を 反 転 表 示 し 、 ユ ー ザ が 選 択 し た こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ９ に お い て 、 図 ９ － ２ に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ が 「 音 変 換 モ ー ド 設 定 」 Ｉ １ を 選 択 す る
と 、 図 １ ０ － １ に 示 す 、 「 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 」 Ｊ １ を 表 示 す る 。 「 音 変 換 モ ー ド 設 定
画 面 」 は 、 デ フ ォ ル ト ボ タ ン Ｊ ２ 、 設 定 Ｎ ｏ ． お よ び 、 設 定 Ｎ ｏ ． に お い て 設 定 さ れ て い
る 音 レ ベ ル 値 を 表 示 す る Ｊ ３ ， 新 規 設 定 ボ タ ン Ｊ ４ 、 設 定 変 更 ボ タ ン Ｊ ５ で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 す べ て の ユ ー ザ が 音 変 換 モ ー ド を 設 定 が 必 要 な わ け で は な い た め 、 あ ら か じ め 標 準 的 な
音 レ ベ ル を 設 け 、 そ れ を デ フ ォ ル ト 値 と す る 。 よ っ て 、 図 １ ０ － ２ の よ う に 、 デ フ ォ ル ト
ボ タ ン Ｊ ２ を 押 下 さ せ る こ と で 、 設 定 を デ フ ォ ル ト に 切 り 替 え る こ と も 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ユ ー ザ が あ る 設 定 Ｎ ｏ ． の 音 レ ベ ル 設 定 を 変 更 し た い 場 合 、 あ る い は 新 規 設 定 し た い 場
合 に 、 図 １ １ の 音 レ ベ ル 設 定 画 面 を 表 示 す る 。 Ｋ １ に は ひ と つ の 音 レ ベ ル 範 囲 を 表 示 す る
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
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　 Ｋ １ は 、 周 波 数 範 囲 Ｋ ２ 、 音 の 大 き さ Ｋ ３ ， 読 み 上 げ る 速 度 Ｋ ４ と 、 Ｋ ２ ， Ｋ ３ ， Ｋ ４
に ユ ー ザ が 入 力 し た 値 を 設 定 す る か 否 か を 選 択 さ せ る 設 定 ボ タ ン Ｋ ５ と キ ャ ン セ ル ボ タ ン
Ｋ ６ で 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 例 で は 、 テ ン キ ー Ｉ ２ を 利 用 し て 、 Ｋ ２ ， Ｋ ３ ， Ｋ ４ に 値 を 入 力 さ せ る 仕 組 み と し て い
る が 、 テ ン キ ー Ｉ ２ で は な く 、 ダ イ ヤ ル 式 入 力 を さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 周 辺 機 器 の 音 に よ る 情 報 を 、 耳 の 障 害 に よ っ て
聞 き 取 り 辛 い ユ ー ザ 、 あ る は 、 周 辺 機 器 の 設 定 値 に よ っ て 聞 き 取 り 辛 い ユ ー ザ な ど 、 周 辺
機 器 か ら 発 せ ら れ る 音 に よ る 情 報 を 有 効 に 利 用 で き て い な か っ た ユ ー ザ で あ っ て も 、 各 ユ
ー ザ が あ ら か じ め 一 番 聞 き 取 り や す い 、 音 レ ベ ル (周 波 数 、 大 き さ 、 (読 み 上 げ )速 度 )に 自
由 に 設 定 で き る よ う に す る こ と で 、 快 適 に 周 辺 機 器 の 音 情 報 を 活 用 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 但 し 、 通 常 の 音 情 報 に お け る 音 レ ベ ル を デ フ ォ ル ト 設 定 と し 、 機 器 か ら の 音 情 報 を 不 便
な く 、 聞 取 る こ と が で き る ユ ー ザ は 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 す る 必 要 は な く 、 そ の 場 合 、 デ フ
ォ ル ト 状 態 の 音 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 周 辺 機 器 が 認 証 機 能 を 備 え て お り 、 ユ ー ザ の 氏 名 、 パ ス ワ ー ド と と も に 、 設 定 し
た 音 変 換 モ ー ド 設 定 値 も 保 持 す る こ と で 、 機 器 を 利 用 す る ユ ー ザ の 認 証 と 同 時 に 、 音 変 換
モ ー ド の 設 定 を 切 り 変 え て ユ ー ザ に 機 器 使 用 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に よ る 音 変 換 モ ー ド 設 定 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 周 波 数 と 聴 力 レ ベ ル を 健 聴 者 と 難 聴 者 で 比 較 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 機 器 が 使 用 を 許 可 し て い る ユ ー ザ を 登 録 し た 認 証 用 DataFileの デ ー タ 構 成 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 音 変 換 モ ー ド を デ フ ォ ル ト 、 あ る い は ユ ー ザ 個 別 で 設 定 し て い る か 否 か の 情 報 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 機 器 が 保 持 す る 音 変 換 モ ー ド の 設 定 No.別 デ ー タ 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 携 帯 の 画 像 形 成 装 置 に よ る 、 ロ グ イ ン 処 理 と 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 の 有 無 を
処 理 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 装 置 に よ る 、 音 変 換 モ ー ド 新 規 設 定 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 携 帯 の 画 像 形 成 装 置 に よ る 、 音 レ ベ ル 設 定 変 更 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 装 置 に お け る 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 装 置 に お け る 、 音 変 換 モ ー ド 設 定 画 面 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 装 置 に お け る 、 音 レ ベ ル 設 定 画 面 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 実 施 形 態 の 画 像 形 成 装 置 に お け る 、 音 レ ベ ル 設 定 確 認 画 面 例 を 示 す 図 で あ る
。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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